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１．はじめに

　本稿は、“BFAプロジェクト”と名付けた幼児のアー
ト活動の実践を記録・分析し、子どものアート的身体
／思考を促す造形活動に関して考察するものである。
　本プロジェクトは、群馬県高崎市にある大森こども
園にて実施している出張ワークショップ型アート活動
である。平成29年度から子どもたちの生活、遊びをよ
り豊かにする目的で実施してきた。群馬大学美術教育
講座郡司研究室と筆者及び主に美術教育の大学院生・
学部生がスタッフとして活動している。プロジェクト
名である“BFA”とは、実践のフィールドとなる大森こ
ども園にちなみ“Big Forest of Arts”の頭文字を取っ
た略称である。この名称にはアートの活動や体験が浸
透し、地域や社会を包括するアートの大きな森にな
る、という意味を込めている。

　なお、準備過程と企画コンセプトに加え１年目の実
践については、「こどもの生活をより豊かにするアー
ト活動の考察―地域に向けたBFAプロジェクトはいか
に始まったか―」（『群馬大学教育実践研究』35号）に
おいて報告した。また、２年目の展開と①【地域の

「もの」が活きる―クリエイティブリユースの視点か
ら―】②【子どもの「からだ」が活きる―多感覚性

（身体性）を活性化する視点から―】③【親子の「つ
ながり」が活きる―協同性を重視する視点から―】と
いう３つの視点をそれぞれ抽出した６つの実践につい
ては、前稿「こどもの生活をより豊かにするアート活
動の考察Ⅱ―地域に向けたBFAプロジェクトはどのよ
うに展開しているか―」（『群馬大学教育実践研究』36
号）において報告している。なお、本論文は各項目を
末尾に記名の執筆者が執筆し、全体を宮川がまとめ
た。
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２．BFAプロジェクトの変容

２－１．運営委員会の変化
　BFAプロジェクト運営委員会は、本プロジェクト起ち立
ち上げメンバーである郡司、宮川、石原の３名を中心に群馬
大学美術教育講座の院生・学部生が担っている。院生や
学部生（以下学生）は毎回多少メンバーの入れ替わりがある
が、主に幼児教育やワークショップの実践に興味を抱いて
いる学生が任意で参加している。ここでは、３年間の変遷
を、実践前・実践日・実践後の３点から述べていきたい。
【実践前に関して】本プロジェクトを起ち上げた当初
から、実践前に「試しの活動」という実践的検討会を
設けている。学生を交えて行っているこの会は、素材
選びや環境構成等、実際に子どもたちと活動すること
を想定しながら、自身も子どもの立場及びスタッフの
立場になりきりながら、題材研究を行う会となってい
る。昨年度までは１回の実践に対して１回、会を設け
ていたが、今年度からは２～３回試しの活動を行うこ
とによって、複数の素材を比較しながら吟味すること
や１人でも多くの学生に参加してもらうことが可能と
なり、より充実した準備を行えるようにした。
【実践日に関して】初年度は２ヶ月に１度、年間で計
６回の実践を行った。その月によって４歳児２クラス
同時（40人程度）の後、５歳児２クラス同時（40人程
度）の実践をしたり、４歳児５歳児同時（80人程度）
の実践をしたりした。昨年度は月に１度、年間で計11
回の実践をした。５歳児が連続で活動したり、１回の
活動時間を短くして６人程度のグループに分けた活動
をしたり、１日がかりで４歳児５歳児共に１クラスず
つ実践したりなど模索しながら実践を行ってきた。そ
して昨年度の11月の実践から、月毎に４歳児（２クラ
ス）と５歳児（２クラス）の活動を交互に行うという
形式に至った。１クラスずつ、20人程度の活動を１日
に２回実践している。これは、できるだけ多くの子ど
もたちにアート活動を体験して欲しいという園からの
要望と、少人数の活動でより丁寧で細やかな省察をし
たいという運営側の思いを反映した結果である。
【実践後に関して】初年度から活動の記録としてカメ
ラ・ビデオの他に、その場で活動の様子をイラスト等
で記載するドキュメント・ウォールを作成してきた。
学びの過程が可視化されたドキュメント・ウォール
は、園の壁面に掲示してもらい、子どもたちや保育士

だけでなく、登園・降園時にも保護者の方々が目にす
ることができるようにした。今年度からは活動終了後
に報告書も作成し、確実に保護者の方に活動の様子が
分かるよう、言葉と写真でまとめている。「保護者か
らも活動の様子がよくわかりました。」と保育者との
間で話題が出るなど、好評のようである。また昨年度
の課題である、実践そのものの意味や価値、子どもた
ちの発話や行為を省察する機会の乏しさを解決するた
めに、ビデオカンファレンスの機会を設けた。活動の
中心となるスタッフ４名（本稿執筆者ら）が、子ども
のアート的身体／思考に着目しながら、その場でどの
ような出来事が起きていたのかを分析した。

２－２．園におけるアート活動の位置付けの変化
　初年度は園におけるアート活動の位置付けが未知の
段階だったため、２ヶ月に１度様子を見ながら実践を
行った。材料費等もBFAプロジェクト運営委員が各自
出し合いながら活動していた。次年度からは園の方で
も予算を組んでもらい、充分な材料を揃えることが
でき、実践回数も毎月１度と２倍に増え、親子ワーク
ショップという新たな取り組みも行われた。今年度
からは親子ワークショップが園での年間行事予定の一
つとして位置づくようになり、園のパンフレットにも
アート活動が大きく取り上げられるなど、園の中でも
アート活動が定着してきたことがうかがえる。また、
アート活動で作った作品を展示したり、園行事の装
飾の一部として使用したりする場面も見られるように
なった。実践日以外に園を訪れた際も子どもたちが親
しみ深く声をかけてくるようになった。これらの事か
ら、保育者、子どもたちにとってもアート活動への期
待は高く、アート活動が日常生活の一部に組み込まれ
つつあるように思える。� （宮川）

図１　今年度の５月のアート活動の報告書
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３．本プロジェクトにおけるアート活動の意義
　　―子どものアート的身体／思考に着目して―

３－１．本プロジェクトの目的
　本プロジェクトは、園の保育環境においてアートの
活動が日常に根ざすことを通じて、園を取りまく地域
のコミュニティが文化的教育的に豊かになることを目
指している。
　一般的な園の日常は、個々の子どもの思いやありよ
うを大事にしつつも、集団としての規律や規範を重ん
じる場面も多く、本来どの子どもにも内在している根
源的能動的な遊び／学びに向かう力が発揮できる時間
や空間は限られている。保育者も小学校教育等、その
先を見据えて、幼児期に身につけておきたい方向性を
踏まえると、～べき、～ねばならないといった価値に
縛られがちである。そのような状況に対して、大人
も子どもも“創造のエネルギー ”に身を委ね、本来の

「生（いのち）」の充実＝ありのままのその人らしさを
発揮して生き生きと生きる姿を呼び起こしてくれるの
が、アート活動である。これまでの活動では、子ども
が多様な素材（もの）に触れ、主体的＝からだまるご
と対象（もの・こと・ひと・場所）に働きかけ、個々
の子ども、さらには協同による子どもたち同士の探索
活動が展開することを保障してきた。

３－２．アート的身体／思考とは
　アート活動を通して子どもを「見る」際に我々が注
目したのは、子どもが本来的に備えているアート的身
体／思考のあり方である。まず、「アート的思考」と
は佐伯胖の提唱する「絵的に考える」「なってみて考
える」という想像的・創造的な思考である。絵的に全
体を捉え、部分を構成する見方であり、自らモノを変
形・操作して自分なりにものごとの意味を探究する思
考と言える。１）「なってみる」＝擬人的認識論とは、

「対象自身に『入り込む』ことで、その対象の周辺状
況を、対象自身にとっての意味として、自ら（その対
象自身）がさまざまな関係のなかにあることを『身を
もって実感する』」ことである。２）それは、「具体的
なモノを介して、それとのやりとりにおいて捉えがた
い自己の内的なイメージを明確化して表出する営みの
ただ中で、自己への省察も行われる。」３）として、芸
術的な省察から美術教育の可能性を示す小松佳代子に

よるABR（Arts-Based Research）に接続する視点で
もある。すなわち、アート的思考（芸術的省察）とは、

「モノ」を介して対象／世界と対話し、そのモノを通じ
た意味の世界へと自らの経験をつなげることによって、
モノが自分ごととしての「もの」に化すと同時に、対象
との関係性において自身が更新されることを意味する。
　そして、「アート的身体」とは、紛れもなくこの

「アート的思考」が生成する「からだ（心身の意）」の
ことであり、「世界に対話的であり続けようとする志
向／行為」と捉えることができよう。この点において
造形活動とは、対象と身体とのコミュニケーション

（対話：呼びかけ―応答）過程そのものであり、アー
ト的身体／思考を際立たせるシステムとも言える。こ
のように、我々は造形活動（ものとの対話）を通じ
て、子どもに既に内在しているアート的身体／思考＝
感じて考え表現する子どものあり方を引き出し、その
姿に学びたいと願い活動を継続している。

３－３．アート活動のその先に
　アートの活動は、誰もが決まったゴール（価値）に
向かうのではなく、自分自身のゴール（納得解）を見
つけ出せる経験である。それは、外から与えられる枠
組みの中で息苦しさを抱えながら身動きできずにいる
のではなく、自分自身の枠組みを創造的につくり出し
て行く原動力になる。アートによる認識や思考の深まり
が、結果として従来の規範意識や既成概念を見直し、再
考する契機を与えてくれる。それは、やわらかく、しな
やかな保育・教育のあり方につながるのではないか。
　また、アートの教育は正解・不正解を超えて、自分
なりにものごとの意味や価値を見出すためのエクササ
イズでもある。なかでも造形活動は、素材としての

「モノ」から自分ごとの「もの」へ、その変化が実感
を伴って可視化されることに特徴がある。自分の働き
かけ次第で、目の前のものごとは変化していく。自分
の働きかけ次第で世界をつくり出すことができる。そ
れらが他者と共に具現化される、という体験の積み重
ねは、自身への信頼感＝自己肯定感はもとより、他者
と共に協同して新たな世界（場所、コミュニティ、社
会）を創造することができる、という相互の充足感を
高めることにも貢献できるのではないか。それは、ま
さに本プロジェクトが目指すアートを通じた文化的で
教育的なコミュニティづくりにおける素地（耕し、種
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まき）なのである。� （郡司）

４．実践の記録

４－１．実践全体の記録
　初年度の第１回から昨年度の第６回までの実践につ

いては前稿に記載しているため省略し、昨年度の第７回
から現在まで行ってきた実践の内容について簡単に紹介
したい。さらに、今年度の実践の中から、アート的身体
／思考に着目して特筆すべき３つの実践「ぷるぷるゼ
リー」「アイスペインティング」「くねくね粘土」におけ
る子どもの様子について詳しく紹介する。� （宮川）

表１　【平成30年度11月以降の活動】
活動の様子 題材名・実践日・対象 活動概要

第７回「いろんな音をみつけよう」
2018．11．30（金）５歳児

ダンボールを叩いたり、擦ったりして
いろんな音を出した後、その音をダン
ボールにクレヨンで描く活動。

第８回「ひかりのいろをつくろう」
2018．12．21（金）４歳児

薄用紙にカラーセロファンを貼った紙
で小型ライトを、包み、暗くした部屋
で色や光の変化を鑑賞する活動。

第９回「毛糸ぐるぐる、つながる木の枝」
2019．１．18（金）５歳児

木の枝に色とりどりの毛糸を巻きつけ
たり、枝と枝を毛糸で繋げたりして自
分だけの特別な枝をつくる活動。

第10回「かいじゅうにだいへんしん！」
2019．２．８（金）４歳児

新聞紙にカラーガムテープで色や模様
をつけて身にまとい、かいじゅうにな
りきる活動。

第11回「いろいろぺたぺたカード作り」
2019．３．８（金）５歳児

２年間のアート活動で出会った素材の
中から自由に選んだ素材を、ラミネー
トフィルムで挟み、オリジナルカード
をつくる活動。

表２　【令和元年度10月時点での活動】
活動の様子 題材名・実践日・対象 活動概要

第１回「ふわふわひらひら重なる色」
2019．５．17（金）５歳児

お花紙と全身で関わった後、お花紙を
貼ったり、重ねたりした透明シートの
下に潜り、鑑賞する活動。

第２回「ぷるぷるゼリー」
2019．５．31（金）４歳児

色・固さの違う寒天の感触を味わった
後、袋に詰め外の光に透かして鑑賞す
る活動。

第３回「ぐにゃぐにゃいろあそび」
2019．６．21（金）５歳児

プラバンの上に絵の具をのせ、それを
クリアパックに閉じて袋の上から絵の
具の感触や色が混ざる様子を味わう活
動。

第４回「アイスペインティング」
2019．７．19（金）４歳児

障子紙に白のクレヨンで空を描いた
後、氷絵の具（絵の具を溶かした色水
で作った氷）で空を色づける活動。

第５回「くねくね粘土」
2019．９．27（金）５歳児

油粘土と全身で関わった後、粘土ひも
をつないで、粘土の感触や形を見立て
る面白さを味わう活動。
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４－２．実践１「ぷるぷるゼリー」

〈概要〉
日時：2019年５月31日（金）12：30－13：10、13：20－

14：00
対象：４歳児　22名、24名　計36名（２クラス）
　本活動は食紅で着色した寒天の色や独特の触り心
地、固さの異なる寒天の触感の違いを味わい、光に透
かすと変化する色を鑑賞する活動である。
　４歳児にとって初めてのアート活動は海の生き物に
なりきることからはじまった。魚や蟹、蛸などの動き
を真似して海（体育館）を泳いだり、サメになりきっ
た大人から逃げたりした。その後、海の宝物のプレゼ
ントとして色鮮やかな寒天を渡した。最初に指や手の
ひらで優しく触り、表面の触感を確かめると、力を込
めて寒天の中に指を入れ始め、寒天の感触にのめり込
んでいく。それから透明な袋に好きな色の寒天を集め
て、太陽の光に透かして鑑賞した。

〈省察〉
　Ａ児は最初から保育者と離れがたく行動を共にして
いた。保育者がＡ児に寄り添うことでなんとか活動に

参加している状態だった。寒天が目の前にあっても、
頑なに触ろうとしなかったが、周りの子どもたちが
楽しそうに寒天を触る様子や「気持ちいいよ！」とい
う声、保育者の「触ってごらん？」という声かけから
少しずつ寒天や活動に対する興味が生まれ、手を伸ば
す姿があった。そして、Ａ児は袋に自ら赤や黄色、オ
レンジといった暖色系の寒天を集めて外で鑑賞し始め
た。
　次第にＡ児の涙は止まり、表情は柔らかく変化して
いった。最後は袋に詰めた寒天を夢中になって押して
いるＡ児の姿があった。Ａ児は人見知りであり、初め
ての活動の際は慎重に様子をうかがう状態だという。
まずは活動に周辺的にでも参加して、その場に身を置
いてみることの価値は大きい。素材との出会い、周り
の子どもたちとの関係性、自らの身体との響き合い、
それを支える保育者の働きかけによって、その子なり
に時間をかけながら、活動に馴染んでいく一連の過程
が明らかになった。そのなかで、確実にアート的思考
／身体（ふれる―みる）の芽生えが見られる。
� （狩野・宮川）

第６回「むすんでつないでBigfoerst!」
2019．10．25（金）４・５歳児親子

親子で毛糸をむすんだり、つないだり
して、部屋全体を毛糸の蜘蛛の巣に変
身させ、床に寝て下から鑑賞する活動。

表３　「ぷるぷるゼリー」における子どもの姿
主な活動 子どもの活動（行為・発話）

・海の生物になりきる。　　・寒天と出会い、触る。

・寒天を袋の中に詰めて陽の光にかざして鑑賞する。

・袋に詰めた寒天を触る。　・寒天が入った袋を持ち帰る。

・海の生物になりきっている。
・Ａ児は泣いており、保育者から離れられない。
・寒天を優しく触った後、握ったりつぶしたりして、

寒天の触り心地を思う存分味わう。
・「冷たい！」「つるつるしているよ！」「きゃー」「やわ

らかい！」「きれい！」「こっちはちょっと固い」
・５分程経過してようやくＡ児は手を伸ばし寒天に触

れる。最初は片手だけだったが、両手でもむように
して寒天を細かくつぶし始める。

・寒天を袋の中に集め、ぐにゅぐにゅもんだり踏んだ
り、太陽にかざしてみたりする。

・Ａ児は暖色の寒天を袋に集めると、保育者と一緒に
外に出て陽の光にかざして寒天を見る。

・「宝物みたい！」「足でも気持ちいんだよ！」「光に当
てると色が変わった！」

・Ａ児は体育館に戻り夢中になって寒天が入った袋を
押したり、揉んだりして感触を確かめる。

・自分が集めた寒天の袋を大切そうに持ち帰る。
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４－３．実践２「アイスペインティング」

〈概要〉
日時：2019年７月19日（金）９：40－10：10、10：20－

10：50
対象：４歳児　22名、24名　計36名（２クラス）
　本活動は障子紙に白のクレヨンで線を描いた上に、
絵の具を溶かした氷でさらに描くことで、氷の冷たさ
やつるりとすべる感触を楽しみながら、浮かび上がる
線と色の滲みや混ざり合いを味わう活動である。
　『あの雲なあに？』の読み聞かせが終わると、障子
紙に白い線画で各々思い浮かべる空を描いていく。そ
して氷絵の具の冷たさや感触を味わいながら、氷を画
面に滑らせていく。手の温度で氷が溶けていき、色が
紙に染み込むと白い線が浮かぶと同時に手にも色がつ
く。氷絵の具の個数が増える毎に子どもたちの動きも
大きくなり、画面全体に様々な表情の空が広がった。

〈省察〉
　外国と繋がりのあるＣ児は、日本に戻ってきた直後
ということもあり、周囲とのコミュニケーションに言
語的な課題がある様子であったが、白いクレヨンを持
つと、腕を大きく動かして円を描いていった。また、
氷が解ける瞬間を手の平だけでなく、腕や手の甲でも
積極的に感じることを楽しんでいた。Ｃ児が活動に没
頭すると、その行為に周囲の子どもたちも共鳴し、そ
のグループの画面は、手―腕―体全体による描画行為
が相互に響き合い、様々な色が織りなす空の様子へ
と変容していった。アート的思考／身体を通じて、表
現の場を共有することで、通常の言葉を越え、造形言
語、身体言語を介するコミュニケーションが活性化し
ていた。� （石原・宮川）

４－４．実践３「くねくね粘土」

表４　「アイスペインティング」における子どもの姿
主な活動 子どもの活動（行為・発話）

・絵本『あの雲なあに？』を聞く。

・クレヨンで空にあるものを描く。

・氷絵の具で白い空に色づけをする。

・子どもたちは集中し、絵本の読み聞かせに聞き入っている。
・ファシリテーターによる絵本の読み聞かせの間、Ｃ児は保育者の膝の上

に座ったまま周りをきょろきょろ見渡している。
（読み聞かせが終わり、空にあるものを描いてみようと伝える。）
・「えっ、なに？」「お空つくれるの？」「いえーい！」
・数人の子どもたちが座っていた状態から中腰になり周りを見渡す。
・「あの紙に描くの？」と指をさして聞く。
・６～７人のグループに分かれ、障子紙に白のクレヨンで空を描き始める。
・クレヨンで描いていく中でＢ児は「白くて、線がみえないよ」と言い途中

手が止まってしまうが、「みてみて！ここからだとみえるよ！」と机から
少し離れた場所から光が反射して線が見えることに気づく。

・Ｃ児、笑みを浮かべながら大きな円を何度も描く。円を描くごと段々と
円が大きくなっていき、最終的に画面の３分の１が渦のようになる。

・Ａ児、虹のようなものを大きく描き始める。
・氷絵の具を手にすると、その冷たさに「つめたっ！」「想像以上に冷たい！」

と声があがる。手の温度で氷が溶けだし画面に色が付いていく。
・クレヨンで描いていた時には見えづらかった白い線が鮮明に見える。
・Ｃ児、左手に持った氷を小さな円を描くように画面に滑らせていく。
・Ｃ児、新しい氷を両手に持ち大きな円を描き始めると、ひじや手の甲を

画面にこすりつけ、自身も氷の一部になったような動きで描いていく。
・Ａ児、Ｃ児の様子を見て、また描き始める。
・Ｃ児、色がついた手や腕を差し出し、保育者に見せる。

表５　「くねくね粘土」における子どもの姿
主な活動 子どもの活動（行為・発話）

・粘土で自分の分身を作る。 （制作終了予定時刻となったため、鑑賞することを伝える。）
・粘土で自分の分身となる小人を作る。
・「えー、まだ作りたい（王国を）」
・「小人って何？」
・「ぼくは星の形。」
・作った分身を手に持ち、探検（鑑賞）する王国の前に全員が集まる。
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〈概要〉
日時：2019年９月27日（金）12：30－13：10、13：20－

14：00
対象：５歳児　18名、18名　計36名（２クラス）
　本活動は油粘土でひも作りをし、粘土ひもをつなげ
て自由に形を作る活動を通して、粘土の感触や形を見
立てる面白さを味わう活動である。
　活動は足の感覚をほぐす体操から始まった。手と足
の握手、足のじゃんけん、足で「こんにちは」の挨拶
などを行った。次に、粘土の塊を球体にする、子ども
の胸の位置から落とす、足で踏むなどして粘土の感触
を味わった。メインの活動は粘土でひも作りをし、つ
なげた粘土で自分の国を作った。６人１グループで活
動し、３つの「くねくね王国」を作った。制作活動
終了後の鑑賞の時間では粘土で自分の分身の小人を作
り、くねくね王国の世界観を味わった。

〈省察〉
　ファシリテーターはプラスチック段ボール板（縦
180×横90㎝）の上に粘土の造形物を作ることを想定
していた。しかし活動初期からＤ児の粘土は板からは
み出し、他の子どもの粘土とつなぎ合わされ、他のグ
ループの板まで伸びていった。Ｄ児は長くした粘土を
視界におさめるため何度も離れて全体を見ている。自
分の粘土と他のグループの粘土を比較しているよう
だ。こうした制作中の鑑賞は本園児としては珍しい。
30分程度の活動を終え、鑑賞の時間になった。参加者
はＤ児の作った粘土の周りに集まった。筆者が粘土の
小人を使ってＡ児の粘土の上を歩こうとすると、Ｄ児
は「そんなんじゃない！レースする！」（表５波線）
と強く主張した。Ｄ児の作品がレース場をイメージさ

れていることが全員に共有された。そこでスピード感
を意識して全員でＤ児の粘土の上を走った。身体全
体で作品を鑑賞し、そのテーマ性を共に味わう時間と
なった。� （梶原）

５．実践を通じた考察

５－１．子どもの姿
　ここでは先述の３つの実践についてアート的身体／
思考という観点から子どもの姿を考察していく。
「ぷるぷるゼリー」
　Ａ児にとって寒天は他者が持ち込んだモノでしか
なく、手を伸ばして触れることに拒否反応を示す。
しかし、信頼できる友達の様子や保育者の声かけと
モノ（素材）そのものが持つ魅力に引き寄せられ片
手を伸ばして触れてみる。ここでＡ児とモノとの対
話が始まった。いつしか片手によるモノとの応答が
両手になり、手だけでなく体全体がモノに近づいて
いく。袋に集める頃には、Ａ児の働きかけによって
細かくなった寒天が見られた。Ａ児は自分の行為に
よって形が変化した寒天のみを袋に詰めて、外に出
て陽の光にかざして見てみる。保育者の膝の上に座
り一緒に横になり、陽の光を浴びて変化する寒天の
色に笑みがこぼれる。そして立ち上がり、今度は周
りの友達の寒天も覗き込んでみる。自分の寒天と友
達の寒天を比較しながら、袋を揉んでまた色の変化
を確認する。外から戻ってくると袋に詰まった寒天
を両手で押したり、揉んでみたり、袋をねじってみ
たりと自分のものになった寒天との呼びかけ―応答
を絶え間なく繰り返していくなかで、「もの」と一体
化していくＡ児が見られた。

・くねくね王国を探検（鑑賞）する。 ・（自分の分身で道の上を歩いて探検することを伝える）
・Ｄ児「そんなんじゃない！そんなんじゃない！バイクとかでさ、レース

する！」と大きな声でファシリテーターに訴える。
・「いくよー」「わー！！」「もう１回」
・粘土の上を子どもたちが一斉に駆け抜ける。
・もう１度全員ではじめの地点に戻り、粘土のレース場の上を走る。

・身体全体で鑑賞する。 ・他の２つの王国の鑑賞にうつる。
・分身を使って粘土の道の上をたどったり、子ども自身の足で歩いたり、

走ったり、身体全体を使ってそれぞれの王国を鑑賞する。
・「ここは湖だよ。」
・「これはジェットコースターの国。」
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「アイスペインティング」
　日本語に不慣れなＣ児にとって、導入の絵本の読み
聞かせは、アート活動に入る準備として有用だったと
は言いがたい。しかし、大きな白い画面と描画材を手
にした途端、それまで周囲のスタッフに意識を向けて
いたＣ児の様子が明らかに変わった。従来の言語活動
を離れ、アート活動ならではのモノとの関係が始ま
る。それは対象との対話である。氷絵の具が登場する
とＣ児の動きはより大きくなった。とどまることなく
氷が溶けて他の色と交ざり合う光景と共に、Ｃ児もま
るで氷と一体となって身体そのものが画面に溶け込ん
でいるような姿があった。手のひらから手首、腕、お
腹と画面との接地面がどんどん広がっていき、画面も
Ｃ児自身も氷と同じ色に変容していく。Ｃ児の姿を間
近で見ている、その空間を共有している子どもたちも
共鳴しだし、氷絵の具での描画活動が一段と大きく激
しいものに変化していった。活動中、保育者が常にＣ
児の近くにいたのは、日常生活のなかで何らかの配慮
が必要であったからだろう。しかし、その心配はよい
意味で裏切られた。
　活動直後にたまたま来園したＣ児の保護者は、保育
者から簡単に説明を受け我が子の行為の軌跡を目にし
たとき、「私の子がこれを！？」というジェスチャー
で驚きと嬉しさが混じった反応を見せていた。保育者
も少し興奮気味にＣ児の活動を伝えていた。その様子
は、Ｃ児がこれまでとは異なる積極的な一面を発揮し
てアート活動に参加したことにより、豊かな学びのコ
ミュニティが展開したことの喜びを共有する機会と
なっていた。アート活動の場には正解・不正解という
括りはない。重要なのは、個々が目の前にあるモノに
働きかけ、対話し、協同して新たなもの・新たな世界
へとつくり変えていこうとする探索活動の姿と、そこ
から新たな意味や価値がつくり出されることである。
「くねくね粘土」
　子どもははじめ物質としての粘土の感触を味わい、
粘土の触感や重さ、様々な形などを通して原初的な感
情や思考の種が現れる。それは言葉になる以前の曖昧
なイメージである。さらに周囲の人の動きや言葉に
呼応して、粘土もイメージも変容していく。次第に粘
土は「レース場」「湖」「ジェットコースター」という
言葉で名付けられる。粘土という物質は変わっていな
い。変わったのは子どもの思考である。おそらくその

段階で、粘土は子どもにとってただの物質ではない。
例えばレース場におけるスピード感のようなイメー
ジが付与され、粘土いうモノは「もの」（世界）とな
る。物質であるモノから「もの」へと変化したプロセ
スを読み取ることができる。そして、Ｄ児は制作中に
自分の粘土を離れて見て、他のグループの粘土と比較
するなど冷静で客観的な視点ももっていた。ひも粘土
をレース場に見立てるという非常に主観的、情動的な
側面と、長さを比較するなどの客観的、合理的な理性
が共存し、自身の中での振り返りの視点をも、である。
　粘土の鑑賞の時間に筆者の「自分の分身で粘土の道
の上を歩いてみよう」という声かけに対してＤ児が

「そうじゃない！」と主張したこと（表５波線部分）
によって、筆者は「ああそうだったのか」とはじめて
子どもの思考を共有することができた。これは筆者の
認識と異なる気持ちのあり方に気づかされる体験だっ
た。子どもの世界に浸りきらないとアート的身体／思
考の学びを捉えることができないことがわかった。
　このような子どもたちの姿から、アート活動に参加
することで、目の前のモノと出会い、自身の働きかけ
によって絶えず変化していくモノをものへと創造（意
味や価値を見いだすこと）する子どもは、アート的身
体／思考が活性化していると捉えることができるので
はないか。� （梶原・宮川）

５－２．保育者の姿
　今年で３年目となったBFAプロジェクトにおける
アート活動では、回を重ねるごとに関わる保育者の姿
に変化が見られてきた。昨年度までは、活動中に保育
者が子どもの様子を見守るといった姿に終止する感
があり、目の前のアート活動に対してどのように関
わればよいか戸惑う様子があった。今年度は第１回目
から、担任保育者が子どもと一緒に活動に参加してい
た。また、アート活動で制作したものを園行事の飾り
つけに活用したり、日常の保育の中の遊びに取入れた
りするなど、様々なアート活動の展開が見られている。
　回を追うごとに、担任保育者として子どもと活動を
共にする中で、アート活動の経験値が高まってきたの
だろう。アート活動に対する感想を保育者に尋ねたと
ころ、「感じたことや気づき、発見を自分の言葉で表
現できる。」「アート活動を通して物を色々な角度から
見るようになり、色や素材に目が向くようになった。
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絵を描くときに配色を気にしたり、混ぜるとどんな色
になるのか興味を持ったりと探究心も育ってきたと思
います。」と、活動の意義をそれぞれに受けとめてい
ることがうかがえた。
　保育者が活動に参観者ではなく参加者として入り込
み、子どもと同じものに触ってみる、描いたり、つ
くったりしてみるといったことが、子どもの目線でも
のごとに関わる機会となり、保育者にとってもアート
的身体／思考を発揮する場になっているのかもしれな
い。アート活動を通して子どもの新たな一面を発見し
たり、子どもに表現しているものについて解説しても
らったりすることで、保育者と子どもの関係性に変化
が生まれ、その場がフラットな状況になっているよう
に感じる。� （石原）

５－３．学生の声
　筆者は記録係としてカメラを持ち、子どもたちの活
動の中に入っていく機会が多かった。カメラの存在に
は全く気付かないほど真剣な表情をしている子どもた
ちや、「みてみて―！」と出会った素材やつくり出し
たものを見せてくる子どもたちがいる。子どもたち
が活動の中で見つけた感動に夢中になって向き合っ
たり、その感動を誰かと共有したい！と思ったりする
瞬間に立ち会う。その度に、まさかそんなことを思い
つくとは！とカメラの先には「意外」と「発見」が
映っている。実践前の題材研究の場である試しの活動
で、スタッフは「この素材や内容で子どもたちはどの
ようなことを思いつき、どんな表情をうかべるのだろ
う？」と子どもたちの姿に思いを巡らせている。迎え
た活動当日の子どもたちは、試しの活動での予想をい
つも超えてくる。
　例えば「くねくね粘土」では、子どもたちはどのよ
うに粘土を細長く伸ばしていくかということを想定し
ていたのだが、粘土を“細長くする”という行為を通し
て子どもたちの発想はどんどん膨らんでいったという
ことがあった。「一番細くする」ことを目指して、見
えないくらい小さな粘土の団子を指の先に乗せてカメ
ラに見せてきた子どもがいた。大人の目に留めなかっ
たところで、子どもの探索活動が起きた瞬間だった。
また「ぷるぷるゼリー」では、寒天との出会いに子ど
もたちは大喜びするだろう、と笑顔いっぱいの子ども
たちの姿を想像していが、記録を見返すと泣いていて

なかなか活動に参加できない子どもがいたことに気づ
いた。喜びだけではない物語も活動の中で起きるとい
うことを感じた瞬間だった。
　意外なところで楽しんでいた、意外なところで消極
的な子どもがいた、といった「想定外」の瞬間に刺激
を受ける。そういった瞬間が詰まった写真や、スタッ
フが関わった子どもたちの様子を基に活動の振り返り
が行われ、そこでの気づきが次の活動を作っていくと
いうサイクルが本プロジェクトにある。スタッフの想
像を超えてくる子どもたちの想像／創造によって、本
プロジェクトは豊かな瞬間がたくさん詰まっているの
だと感じている。� （狩野）

　幼児が本プロジェクトを通して何を学ぶのか、この
活動がどのように子どもたちの日常の生活に還元され
ていくのかなどに興味を持ち、本プロジェクトに携わ
ることにした。本プロジェクトでは、日常で目にする
ものからあまり目にしないようなものまで、あらゆる
素材・材料を使い、子どもたちがそれらを通して多く
の感覚を働かせながらアート活動を行っている。そこ
から生まれる子どもたちの言葉や行動は、私には思い
つかないようなものばかりで、活動の度に驚かされる
と同時に感心させられる。子どもたちは、本プロジェ
クトを通して心身ともに解放されながら、思いきり自
由に自分のやりたいことを満足するまでやり続けてい
るように見える。寒天、アイスペインティング、不織
布、新聞紙、粘土など、本プロジェクトで様々な素
材・材料に触れ、五感を通してそれらを味わう様子が
見られた。子どもたちは、活動の中で、自分が働きか
けることで場やものに変化が起きることを純粋に楽し
んでいるようにも見られた。
　本プロジェクトを通して、子どもたちのこのような
体験が幼児期のみならず就学後も継続して行われるこ
とが重要なのではないかと感じた。本プロジェクトを
通して、子どもたちは自己を表現することの楽しさ、
面白さを学んでいると考える。活動の始めは縮こまっ
ていた子も、活動が進むにつれ表情も柔らかく、熱中
して活動に取り組む姿を多く見る。子どもたちがより
自由な心持ちで、様々なものと触れ合いながら自己を
出していける、またそれらを受けいれてもらえると
いった体験は、子どもたちのこれからの人生において
とても価値ある大きなものだと考えた。と同時に、子
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どもたちのこのような充実した体験のために、私自身
に何ができるのかを考え、子どもたちとの関わりを大
切にしていきたいと考えた。� （学部４年：長倉）

６．まとめと今後の課題

　本プロジェクトにおけるアートの活動は、子どもが
多様な素材（もの）に触れ、主体的＝からだまるごと
対象に働きかけ、探索活動を展開することを保障して
きた。本稿では抽出した３つの実践から３名の子ども
の姿に注目し、子どもが素材（もの）と出会い、関わ
り続ける場を共有し、共鳴し合うことを通して、アー
ト的身体／思考が促進されていることを論じてきた。
本プロジェクトでは毎月実践を重ね、プロジェクトを
推進するスタッフを中心に、その活動内容やその意義
を可視化する努力が続けられ、園内外に発信、共有し
つつある。特に今年度から保護者にも配布している報
告書は、各家庭においてアート活動が話題にあがる契
機となっていることが、保育者への聞き取りで明らか
になっている。
　また、学生にとって幼児教育の現場に関わること
は、新鮮な経験になっていることは言うまでもなく、
子どもたちにとって、友達（横の繋がり）でもなく先
生（縦の繋がり）でもない学生スタッフと共に活動す
ることは、斜めの関係性の中でこれまでとは異なる自
分を発揮できる可能性と捉えることができるだろう。
ここにも本プロジェクトの特徴が見いだせる。
　今後の課題としては、実践前に活動のねらいや意義

を関係者と十分に共有することや、ビデオカンファレ
ンスなどの振り返りの場に保育者や学生スタッフも参
加するなど、本プロジェクトに関わる者同士、皆で子
どもの豊かさの共通理解を図ることである。
　さらにドキュメント・ウォールや作品の展示、報告
書の配布に加え、親子ワークショップが園においても
年間行事の一つとなったことで、保護者にも園での
アート活動が周知されつつある。この点においてはこ
れまでの課題をクリアすることができていると言え
る。また、親子ワークショップ当日の様子や保護者向
けアンケートの記述からも、概ね肯定的に期待を寄せ
てアート活動を歓迎している様子が受けとめられた。
一方、我々が重視している子どものアート的思考／身
体の豊かさという次元においてアート活動の価値が十
分に保護者と共有できているとは言い難い。保護者に
とってアート活動そのものが自分ごととなったとき、
地域とのつながりがより確かなものになっていくので
はないかと考える。そして、園外に向けても報告書の
ように子どもたちの学びを可視化した媒体を制作、広
報することを通して、まずは高崎市内の近隣の園でも
アート活動の場を広げることが本プロジェクトの次の
目標である。� （宮川）
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